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　玉川大学脳科学ワークショップの目的は玉川大学脳科
学研究所に関わる様々な分野の教員、研究員、大学院生
が一堂に会し研究発表を行い、それぞれの研究に対して
意見を出し合うことでお互いの研究の発展を促すととも
に大学院生の教育を行うことにある。
　2022 年度は玉川大学の Human Brain Science Hall 内
1F レクチャールームにて 2 日間の開催を行った。2020
年度と 2021 年度は新型コロナウイルス感染症対策のた
めにオンラインでの開催であったが、3 年ぶりのオンサ
イトでの開催となった。参加者は本学大学院生（5 名）、
研究員（7 名）、脳科学研究所に関わる教員（20 名）、そ
の他、招待講演者（2 名）の総勢 34 名であった。
　1 日目は坂上雅道所長による開催宣言から始まり、続
いて脳科学研究所の関連教員 10 名による研究室紹介の
フラッシュトーク（Flash Talk for Laboratory Intro-
duction I）が行われた。ここでは各研究室で行っている
研究内容や研究室のメンバーの紹介が行われた。本年度
のワークショップでは 2 名の研究者を招き講演を行って
いただいた。はじめに国立情報学研究所の准教授である
稲邑哲也先生によるヴァーチャルリアリティ（VR）を
用いた心理学的な研究とロボット研究との融合について
の講演が行われた（Special Talk I）。次に、理化学研究
所のユニットリーダーである赤石れい先生によるヒトの
社会脳科学研究において新規他者との関係形成の多寡で
ある関係流動性の重要性についての講演が行われた

（Special Talk II）。その後、7 名の研究員によるポスター
のフラッシュトーク（Flash Talk for Poster Session）

が行われ、各研究員は 3 分間で自身のポスター発表の内
容について説明を行った。16 時からは HBSH の研究エ
リア 2 階、3 階にてポスター発表が行われ、多くの参加
者が 18 時まで議論を交わした。
　2 日目は 1 日目に参加できなかった 10 名の教員によ
る研究室紹介のフラッシュトークから始まり（Flash 
Talk for Laboratory Introduction II）、大学院生 5 名に
よ る 口 頭 発 表 が 行 わ れ た（Oral Session: graduate 
student）。大学院生は現在進めている研究内容について
15 分間で説明を行った。お昼休憩を挟み、午後からは
研究員 4 名による口頭発表が行われ（Oral Session: 
post-doctoral fellow）、15 時からは 2 回目のポスター発
表が行われた。
　今年度は久しぶりのオンサイト開催ということもあ
り、研究についての議論が白熱した感じを受けた。特に
ポスター発表では長時間に渡って多くの参加者が議論し
ている光景を頻繁に見かけることができた。来年度以降
は、これまで行っていたような学外でのワークショップ
を計画しており、大学院生の教育的な効果が期待できる。
 （玉川大学脳科学研究所　高岸治人）
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